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標題 有機水稲の新規栽培者確保に向けた栽培説明会の開催 

  （ダイジェスト） 

 安来農林振興協議会では、有機水稲の面積拡大活動を行っています。 

有機栽培に関心のある生産者にアンケート調査を行うことで、取組みに向かう上での課題把

握と分析を行いました。その結果を基に栽培説明会を実施し、新規栽培者の確保を図りました。 

  

安来農林振興協議会(農業部、ＪＡ、安来市等で構成)では、有機水稲の面積拡大と安定生産

を目指し、除草機の実演会や栽培研修会などを行っています。 

Ｒ６年度に開催した実演会・研修会には、延べ２６名の参加がありましたが、Ｒ７年度に新

規で取組まれた生産者は０名であり、必要な情報提供が不足していたと考えられます。 

 

そこで、Ｒ７年度は除草機実演会の参加者にア 

ンケート調査を行い、その結果を基に説明会の内 

容を構築することで、これから有機水稲に取組ま 

れる方が必要とする情報提供を目指しました。 

「有機水稲栽培に向かう課題」の回答(右表)は、 

「初期投資が高い」「販売価格が不透明」「作業 

時間が確保できない」の順番で回答が多く、技術 

面以外に不安のある方が多い結果となりました。 

 

この結果を踏まえて７月２２日(比田地区)、２５日(赤屋地区・島田地区)に開催した栽培説

明会では、有機米の栽培技術の他、①有機ＪＡＳ取得や機械導入に係る支援事業の紹介、②Ｒ

６年産有機米の販売動向や取引単価、③Ｒ６年度実証ほの作業時間など、生産者が不安に感じ

ている部分を中心に説明と紹介を行いました。 

 栽培説明会では６名の参加者と活発な意見交換が出来、説明会後のアンケートではこのうち

５名の方から有機栽培の意欲ありとの回答がありました。 

 今後も有機水稲の新規栽培者確保に向けた活動を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 担当者 安来地域振興第課一課 石田 翼 TEL0854-22-2341 
 

写真 2 説明会の様子(7/22) 

表 1 アンケート結果(回答者９名：複数回答) 

写真 1 除草機実演会の様子(6/4) 


